
〒270-0119　千葉県流山市おおたかの森北3-1-7-207
電話：090-9378-9120（担当：堀郁夫）
メール：hori@tosho-migiwa.com

冊

注文数貴店名

ご担当

取扱取次　八木書店 （トーハン・日販ほか、全取次で注文可能です。ご返本承ります）

ＦＡＸ：047-413-0625（図書出版みぎわ・堀）

図書出版みぎわ　3月刊行！

本体 2,600
四六並上製カバー装・320頁（予定）

2023年3月下旬刊行
ISBN978-4-911029-01-5 C0095

円（+税）

原爆写真を追う
東方社カメラマン林重男とヒロシマ・ナガサキ

林重男・井上祐子 著

原爆写真を追う林　重男　　
井上祐子【著】

林重男（はやし・しげお）
1918年生まれ。写真家。東京写真専門学校（現東京工芸大学）卒。陸軍傘下の東方社で
『FRONT』をはじめとする媒体のための写真を撮影。敗戦直後に文部省学術研究会議原
子爆弾災害調査研究特別委員会に参加し、広島と長崎を撮影した。戦後は商業写真家の
かたわら、「反核・写真運動」を結成するなど反戦平和活動を続けた。2002年9月1日没。

井上祐子（いのうえゆうこ）
1963年生れ。立命館大学国際関係研究科前期博士課程修了。現在、公益財団法人政治経
済研究所主任研究員、同志社大学人文科学研究所嘱託研究員（社外）。専門は近現代日本
の視覚メディア史。著書に『戦時グラフ雑誌の宣伝戦―十五年戦争下の「日本」イメージ』
（青弓社、2009年）、『日清・日露戦争と写真報道―戦場を駆ける写真師たち』（吉川弘文
館、2012年）、『秘蔵写真200枚でたどるアジア・太平洋戦争―東方社が写した日本と大
東亜共栄圏』（みずき書林、2018年）などがある。

東方社カメラマン林重男とヒロシマ・ナガサキ

四六判・上製・カバー装・320頁・価格：本体2,600円+税
2023年3月下旬刊行　ISBN978-4-911029-01-5 C0021
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人文／歴史　ご担当者様

広島と長崎を撮影したカメラマン、林重男。
原子野の荒野を写したパノラマ写真をはじめ、
原爆投下直後の貴重な記録はいかにして撮られ、保存されたのか。
彼が残した体験記に、平和運動にまい進した
戦後の活動まで含めた詳細な解説を付す。

※本書は林重男『爆心地ヒロシマに入る――カメラマンは何を見たか』
（岩波書店、1992 年初版）に詳細な評伝と注を加えて再編集したものである。

【お知らせ】
本書『原爆写真を追う』は、 みずき書林より刊行予定でした（978-4-909710-25-3）が、
諸般の事情で、図書出版みぎわへ版元変更となりました。


